
国立音楽大学と青梅市との

連携・協力に関する協定書

令和３年６月２４日



国 立 音 楽 大 学 と 青 梅 市 と の 連 携 ・ 協 力 に 関 す る 協 定 書

国 立 音 楽 大 学（ 以 下「 甲 」と い う 。）と 青 梅 市（ 以 下「 乙 」と い う 。）

は 、 地 域 社 会 の 芸 術 、 文 化 、 教 育 、 ま ち づ く り 等 の 振 興 （ 以 下 「 地

域 社 会 の 振 興 」と い う 。）を 図 る た め 、相 互 に 連 携・協 力 を 行 う こ と

に つ い て 、 次 の と お り 協 定 を 締 結 す る 。

（ 目 的 ）

第 １ 条 甲 お よ び 乙 は 、 こ の 協 定 に も と づ き 、 包 括 的 な 連 携 ・ 協 力

を 行 い 、地 域 社 会 の 振 興 を 図 る と と も に 、次 条 に 掲 げ る 事 項 を 通

じ て 、双 方 の 実 施 す る 教 育 そ の 他 の 事 業 の 発 展 お よ び 充 実 に 寄 与

す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 連 携 ・ 協 力 事 項 ）

第 ２ 条 甲 お よ び 乙 は 、次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 連 携 ・ 協 力 す る も

の と し 、具 体 的 な 事 業 等 の 実 施 に つ い て は 、甲 お よ び 乙 が 協 議 し

て 別 に 定 め る 。

(1) 地 域 貢 献 の た め の 各 種 事 業 に 関 す る こ と 。

(2) 教 育 お よ び 人 材 育 成 に 関 す る こ と 。

(3) 文 化 の 育 成 ・ 発 展 に 関 す る こ と 。

(4) そ の 他 必 要 と 認 め る 事 項

（ 連 絡 協 議 会 ）

第 ３ 条 甲 お よ び 乙 は 、前 条 に 掲 げ る 連 携 ・ 協 力 事 項 の 円 滑 な 推 進

を 図 る た め 、 連 絡 協 議 会 を 設 置 す る 。

２ 連 絡 協 議 会 の 組 織 お よ び 運 営 に 関 す る 事 項 は 、甲 お よ び 乙 が 協

議 し て 別 に 定 め る 。

（ 有 効 期 間 ）

第 ４ 条 こ の 協 定 の 有 効 期 間 は 、 協 定 締 結 の 日 か ら 令 和 ６ 年 ３ 月

３ １ 日 ま で と す る 。た だ し 、こ の 協 定 が 満 了 す る 日 の １ 月 前 ま で

に 、 甲 お よ び 乙 の い ず れ か ら も 別 段 の 申 出 が な さ れ な い と き は 、

こ の 協 定 の 有 効 期 間 は １ 年 間 更 新 さ れ る も の と し 、そ の 後 も 同 様

と す る 。

（ そ の 他 ）

第 ５ 条 こ の 協 定 に 定 め る も の の ほ か 、必 要 な 事 項 に つ い て は 、甲



お よ び 乙 が 協 議 し て 別 に 定 め る も の と す る 。

こ の 協 定 を 証 す る た め 、 本 書 ２ 通 を 作 成 し 、 双 方 記 名 押 印 の 上 、

各 １ 通 を 保 有 す る 。

令 和 ３ 年 ６ 月 ２ ４ 日

甲 東 京 都 立 川 市 柏 町 ５ 丁 目 ５ 番 地 １

国 立 音 楽 大 学

学 長 武 田 忠 善

乙 東 京 都 青 梅 市 東 青 梅 １ 丁 目 １ １ 番 地 の １

青 梅 市

青 梅 市 長 浜 中 啓 一


